
土 地 売 買 契 約 書 

売 払 人 安 城 市（ 以 下「 売 払 人 」と い う 。）と 買 受 人  〇〇  〇〇  （ 以

下 「 買 受 人 」 と い う 。 ） は 、 次 の 条 項 に よ り 土 地 売 買 契 約 を 締

結 す る 。  

（ 信 義 誠 実 の 義 務 ）  

第 １ 条  売 払 人 、 買 受 人 両 者 は 、 信 義 を 重 ん じ 誠 実 に こ の 契 約

を 履 行 し な け れ ば な ら な い 。  

（ 売 買 土 地 ）  

第 ２ 条  売 払 人 は 、 そ の 所 有 す る 次 の 土 地 （ 以 下 「 売 買 土 地 」

と い う 。 ） を こ の 条 及 び 次 条 以 下 の 条 件 で 売 り 渡 し 、 買 受 人

は こ れ を 買 い 受 け る 。  

仮 換 地  

西 三 河 都 市 計 画 事 業 安 城 南 明 治 第 一 土 地 区 画 整 理 事 業  

第 ○ ○ 街 区 第 〇 〇 号 画 地    ○ ○ ○ ． ○ ○ ㎡  

従 前 地  

安 城 市 ○ ○ 町 〇 番 ○ ○ ○  宅 地  ○ ○ ○ ． ○ ○ ㎡  

安 城 市 ○ ○ 町 ○ 番 ○ ○ ○  宅 地  ○ ○ ○ ． ○ ○ ㎡  

       合 計  ○ ○ ○ ． ○ ○ ㎡  

２  土 地 売 買 面 積 は 、 仮 換 地 面 積 に よ る も の と す る 。  

３  土 地 区 画 整 理 事 業 に お け る 換 地 処 分 の 結 果 、 清 算 金 の 交 付

又 は 徴 収 が あ る と き は 、 換 地 処 分 の 公 告 日 の 翌 日 に お け る 土

地 所 有 者 及 び 借 地 権 者 が 取 得 ま た は 負 担 す る も の と す る 。  

（ 売 買 代 金 ）  

第 ３ 条  売 買 代 金 は 、 金 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 円 と す る 。  

（ 契 約 保 証 金 ）  

第 ４ 条  買 受 人 は 、 契 約 保 証 金 と し て 金 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 円 を 売

様式７  



払 人 の 指 定 す る 手 続 に よ り 、 本 契 約 締 結 と 同 時 に 売 払 人 に 納

付 し な け れ ば な ら な い 。  

２  売 払 人 は 、 買 受 人 が 次 条 に 定 め る 義 務 を 履 行 し た と き は 、

前 項 に 定 め る 契 約 保 証 金 を 売 買 代 金 に 充 当 す る も の と す る 。  

３  第 １ 項 の 契 約 保 証 金 は 、 利 子 を 付 さ な い も の と し 、 第 ２ ８

条 に 定 め る 損 害 賠 償 額 の 予 定 又 は そ の 一 部 と 解 釈 し な い も の

と す る 。  

４  買 受 人 が 次 条 に 定 め る 義 務 を 履 行 し な い と き は 、 第 １ 項 に

定 め る 契 約 保 証 金 は 、 売 払 人 に 帰 属 す る も の と す る 。  

（ 売 買 代 金 の 納 付 ）  

第 ５ 条  買 受 人 は 、令 和 ８ 年 ２ 月 ２ ０ 日（ 金 ）ま で に 第 ３ 条 の 売

買 代 金 か ら 買 受 人 が 既 に 納 付 し た 契 約 保 証 金 を 除 く 金 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 〇 円 を 売 払 人 の 発 行 す る 納 入 通 知 書 に よ り 、売 払 人 の 指

定 す る 金 融 機 関 に 納 付 し な け れ ば な ら な い 。  

（ 所 有 権 の 移 転 ）  

第 ６ 条  売 買 土 地 の 所 有 権 は 、 買 受 人 が 売 買 代 金 の 全 額 を 納 付

し た と き に 買 受 人 に 移 転 す る 。  

（ 所 有 権 の 移 転 登 記 ）  

第 ７ 条  前 条 の 規 定 に よ り 所 有 権 が 移 転 し た 後 、 買 受 人 は 、 売

払 人 に 対 し 所 有 権 移 転 登 記 の 嘱 託 を 請 求 し 、 売 払 人 は そ の 請

求 に よ り 遅 滞 な く 所 轄 法 務 局 に 所 有 権 移 転 登 記 を 嘱 託 す る 。

こ の 場 合 に 要 す る 登 録 免 許 税 そ の 他 一 切 の 費 用 は 、 全 て 買 受

人 の 負 担 と す る 。  

２  買 受 人 は 、 前 項 の 所 有 権 移 転 登 記 に 必 要 な 書 類 を 、 自 己 の

費 用 と 負 担 に お い て 、 売 払 人 の 指 定 す る 期 日 ま で に 、 売 払 人

に 提 出 し な け れ ば な ら な い 。  

３  第 １ 項 の 所 有 権 移 転 登 記 手 続 は 、 第 ２ 条 第 １ 項 の 従 前 地 を

対 象 と し て 行 う 。  

４  買 受 人 は 、 西 三 河 都 市 計 画 事 業 安 城 南 明 治 第 一 土 地 区 画 整



理 事 業 施 行 期 間 内 に 売 買 土 地 の 所 有 権 を 第 三 者 に 移 転 す る 場

合 は 、 所 有 権 移 転 届 及 び 所 有 権 移 転 後 の 全 部 事 項 証 明 書 を 本

市 へ 提 出 し な け れ ば な ら な い 。  

（ 公 租 公 課 等 ）  

第 ８ 条  所 有 権 移 転 後 に お け る 売 買 土 地 の 公 租 公 課 そ の 他 一 切

の 賦 課 金 は 、 買 受 人 の 負 担 と す る 。  

（ 売 買 土 地 の 引 渡 し ）  

第 ９ 条  売 払 人 は 、 売 買 土 地 を 所 有 権 移 転 後 、 直 ち に 現 状 有 姿

に て 買 受 人 に 引 渡 す も の と す る 。  

２  買 受 人 は 、 前 項 に よ る 引 渡 し を 受 け た と き は 、 直 ち に 売 買

土 地 の 受 領 書 を 売 払 人 に 提 出 し な け れ ば な ら な い 。  

（ 危 険 負 担 ）  

第 １ ０ 条  こ の 契 約 締 結 の 日 か ら 売 買 土 地 の 引 渡 し の 日 ま で の

間 に 、 売 払 人 の 責 め に 帰 す こ と の で き な い 事 由 に よ り 、 売 買

土 地 に 滅 失 、 毀 損 等 の 損 害 を 生 じ た と き は 、 そ の 損 害 は 買 受

人 が 負 担 す る も の と す る 。  

（ 維 持 管 理 の 責 任 ）  

第 １ １ 条  こ の 土 地 の 管 理 責 任 は 、土 地 の 引 渡 し の 日 を も っ て 、

売 払 人 か ら 買 受 人 に 移 る も の と し 、 所 有 権 移 転 登 記 が 未 了 で

あ っ て も 、 管 理 上 の 一 切 の 費 用 及 び 災 害 そ の 他 に よ る 損 害 は

買 受 人 の 負 担 と す る 。  

（ 売 買 土 地 の 分 割 制 限 ）   

第 １ ２ 条  買 受 人 は 、 売 買 土 地 を 一 体 活 用 す る も の と し 、 売 買

土 地 の 引 き 渡 し 後 ５ 年 間 は 売 買 土 地 を 分 割 す る こ と が で き な

い も の と す る 。  

 



（ 禁 止 用 途 ）  

第 １ ３ 条  買 受 人 は 、 売 買 土 地 を 風 俗 営 業 等 の 規 制 及 び 業 務 の

適 正 化 等 に 関 す る 法 律 （ 昭 和 ２ ３ 年 法 律 第 １ ２ ２ 号 ） 第 ２ 条

第 １ 項 に 定 め る 風 俗 営 業 又 は 同 条 第 ５ 項 に 定 め る 性 風 俗 関 連

特 殊 営 業 そ の 他 こ れ ら に 類 す る 業 の 用 途 に 供 し 、 ま た 、 こ れ

ら の 用 に 供 さ れ る こ と を 知 り な が ら 所 有 権 を 第 三 者 に 移 転 し 、

又 は 貸 し 付 け て は な ら な い 。  

２  買 受 人 は 、 暴 力 団 員 に よ る 不 当 な 行 為 の 防 止 等 に 関 す る 法

律 （ 平 成 ３ 年 法 律 第 ７ ７ 号 。 以 下 「 暴 対 法 」 と い う 。 ） 第 ２

条 第 ２ 号 に 定 め る 暴 力 団 又 は 法 律 の 規 定 に 基 づ き 公 の 秩 序 等

を 害 す る お そ れ の あ る 団 体 等 に 指 定 さ れ て い る も の を 利 す る

用 途 に 供 し 、 ま た 、 こ れ ら の 用 に 供 さ れ る こ と を 知 り な が ら

所 有 権 を 第 三 者 に 移 転 し 、 又 は 貸 し 付 け て は な ら な い 。  

（ 売 買 土 地 の 譲 渡 禁 止 ）  

第 １ ４ 条  買 受 人 は 、 こ の 契 約 締 結 の 日 か ら 次 条 第 ３ 項 に 規 定

す る 特 約 事 項 の 登 記 が 抹 消 さ れ る ま で の 間 は 、 売 買 土 地 を 第

三 者 へ 譲 渡 す る こ と が で き な い も の と す る 。  

（ 買 戻 し の 特 約 ）  

第 １ ５ 条  売 払 人 は 、 買 受 人 が 第 １ ２ 条 か ら 前 条 に 定 め る 義 務

に 違 反 し た 場 合 は 、 買 受 人 が 支 払 っ た 売 買 代 金 を 返 還 し て 、

売 払 人 が 指 定 し た 日 に 売 買 土 地 を 買 戻 す こ と が で き る も の と

す る 。 た だ し 、 返 還 す る 売 買 代 金 に は 利 息 を 付 さ な い 。  

２  買 戻 し が で き る 期 間 は 、 こ の 契 約 締 結 の 日 か ら ７ 年 間 と す

る 。  

３  前 ２ 項 に 規 定 す る 特 約 事 項 の 登 記 は 、 第 ７ 条 の 所 有 権 移 転

登 記 と 同 時 に 行 う 。 買 受 人 は 「 買 戻 し の 期 間 」 「 売 買 代 金 」

等 を 内 容 と す る 登 記 を す る こ と に 同 意 し 、 当 該 登 記 に 必 要 な

承 諾 書 を 売 払 人 に 提 出 し な け れ ば な ら な い 。  

 



（ 買 戻 特 約 の 登 記 の 抹 消 ）  

第 １ ６ 条  売 払 人 は 、 次 の 各 号 の い ず れ か に 該 当 す る 場 合 は 、

買 受 人 の 申 し 出 に よ り 前 条 第 ３ 項 の 登 記 を 抹 消 す る こ と に 同

意 す る 。  

（ １ ） こ の 契 約 の 内 容 を 遵 守 し 、 売 買 土 地 の 引 き 渡 し か ら ５ 年

間 が 経 過 し た と き  

（ ２ ） 売 買 土 地 を 一 体 活 用 す る 内 容 の 土 地 区 画 整 理 事 業 施 行 地

区 内 建 築 行 為 等 許 可 申 請 書 が 提 出 さ れ る 等 、 売 買 土 地 を 分 割

利 用 さ れ る 恐 れ が 無 い と 売 払 人 が 認 め た と き  

２  前 項 に 規 定 す る 登 記 の 抹 消 の 手 続 に 要 す る 費 用 は 買 受 人 の

負 担 と す る 。  

（ 公 害 等 の 禁 止 ）  

第 １ ７ 条  買 受 人 は 、 売 買 土 地 及 び そ の 周 辺 に お い て 、 電 波 障

害 、 騒 音 、 風 害 及 び 日 照 阻 害 等 の 防 止 に 留 意 す る と と も に 、

自 ら の 責 任 に お い て 必 要 な 措 置 を 講 じ な け れ ば な ら な い 。  

（ 相 隣 関 係 等 へ の 配 慮 ）  

第 １ ８ 条  買 受 人 は 、 売 買 土 地 の 引 渡 し 以 後 に お い て は 、 近 隣

住 民 そ の 他 第 三 者 と の 紛 争 が 生 じ な い よ う 留 意 す る も の と す

る 。  

（ 実 地 検 査 ）  

第 １ ９ 条  売 払 人 は 、 第 １ ２ 条 及 び 前 ２ 条 の 義 務 の 履 行 状 況 を

確 認 す る た め 、 い つ で も 実 地 調 査 し 、 買 受 人 に 必 要 な 報 告 又

は 資 料 の 提 出 を 求 め る こ と が で き る 。 こ の 場 合 に お い て 、 買

受 人 は そ の 調 査 を 拒 ん だ り 、 妨 げ た り し て は な ら ず 、 ま た 、

報 告 、 資 料 の 提 出 を 怠 っ て は な ら な い 。  

（ 違 約 金 ）  

第 ２ ０ 条  買 受 人 は 、 第 １ ２ 条 か ら 第 １ ４ 条 に 定 め る 義 務 に 違

反 し た と き は 、 第 ３ 条 に 定 め る 売 買 代 金 の １ ０ 分 の ３ （ １ 円



未 満 切 捨 て ） に 相 当 す る 額 を 違 約 金 と し て 売 払 人 に 納 付 し な

け れ ば な ら な い 。  

２  前 項 の 違 約 金 は 、 第 ２ ３ 条 第 ３ 項 、 第 ２ ８ 条 に 定 め る 損 害

賠 償 額 の 予 定 又 は そ の 一 部 と 解 釈 し な い も の と す る 。  

（ 契 約 の 費 用 負 担 ）  

第 ２ １ 条  こ の 契 約 の 締 結 及 び 履 行 等 に 関 し て 必 要 な 費 用 は 、

す べ て 買 受 人 の 負 担 と す る 。  

（ 契 約 不 適 合 責 任 ）  

第 ２ ２ 条  売払人 は 、 こ の 契 約 締 結 後 、 売 買 土 地 に 面 積 の 不 足 、

地 中 埋 設 物 、 土 壌 の 汚 染 等 が 発 見 さ れ た と し て も 、 一 切 の 担

保 責 任 は 負 わ な い 。 ま た 、 買 受 人 は 、 売 買 土 地 に 関 し 、 契 約

内 容 の 不 適 合 を 理 由 と し て 、 売 払 人 に 対 し て 履 行 の 追 完 の 請

求 、 売 買 代 金 の 減 額 の 請 求 、 損 害 賠 償 の 請 求 又 は 契 約 の 解 除

を す る こ と が で き な い 。 た だ し 、 買 受 人 が 消 費 者 契 約 法 （ 平

成 １ ２ 年 法 律 第 ６ １ 号 ） 第 ２ 条 第 １ 項 に 定 め る 消 費 者 に 該 当

す る 場 合 は 、 履 行 の 追 完 の 請 求 、 売 買 代 金 の 減 額 の 請 求 、 損

害 賠 償 の 請 求 又 は 契 約 の 解 除 に つ い て 、 引 渡 し の 日 か ら ２ 年

以 内 に 売 払 人 に 対 し て 協 議 を 申 し 出 る こ と が で き る も の と し 、

売 払 人 は 協 議 に 応 じ る も の と す る 。  

（ 契 約 の 解 除 ）  

第 ２ ３ 条  売 払 人 は 、 買 受 人 が 次 の 各 号 の い ず れ か に 該 当 す る

と き は 、 何 ら の 催 告 を 要 せ ず し て 、 こ の 契 約 を 解 除 す る こ と

が で き る も の と し 、 こ の た め 買 受 人 に 損 害 が 生 じ て も 、 売 払

人 は そ の 責 を 負 わ な い も の と す る 。  

（ １ ） 買 受 人 が こ の 契 約 に 定 め る 義 務 を 履 行 し な い と き 。  

（ ２ ） 法 人 等 （ 法 人 又 は 団 体 若 し く は 個 人 を い う 。 以 下 同 じ 。 ）

の 役 員 等 （ 法 人 に あ っ て は 非 常 勤 を 含 む 役 員 及 び 支 配 人 並

び に 営 業 所 の 代 表 者 、 そ の 他 の 団 体 に あ っ て は 法 人 の 役 員

等 と 同 様 の 責 任 を 有 す る 代 表 者 及 び 理 事 等 、 個 人 に あ っ て



は そ の 者 及 び 支 店 又 は 営 業 所 を 代 表 す る 者 を い う 。 以 下 同

じ 。）に 暴 対 法 第 ２ 条 第 ６ 号 に 規 定 す る 暴 力 団 員（ 以 下「 暴

力 団 員 」 と い う 。 ） 又 は 暴 力 団 員 で は な い が 暴 対 法 第 ２ 条

第 ２ 号 に 規 定 す る 暴 力 団 （ 以 下 「 暴 力 団 」 と い う 。 ） と 関

係 を 持 ち な が ら 、 そ の 組 織 の 威 力 を 背 景 と し て 暴 力 的 不 法

行 為 等 を 行 う 者 （ 以 下 「 暴 力 団 関 係 者 」 と い う 。 ） が い る

と 認 め ら れ る と き 。  

（ ３ ）暴 力 団 員 又 は 暴 力 団 関 係 者（ 以 下「 暴 力 団 員 等 」と い う 。）

が 、 そ の 法 人 等 の 経 営 又 は 運 営 に 実 質 的 に 関 与 し て い る と

認 め ら れ る と き 。  

（ ４ ） 法 人 等 の 役 員 等 又 は 使 用 人 が 、 暴 力 団 の 威 力 若 し く は 暴

力 団 員 等 又 は 暴 力 団 員 等 が 、 経 営 若 し く は 運 営 に 実 質 的 に

関 与 し て い る 法 人 等 を 利 用 す る な ど し て い る と 認 め ら れ る

と き 。  

（ ５ ） 法 人 等 の 役 員 等 又 は 使 用 人 が 、 暴 力 団 若 し く は 暴 力 団 員

等 又 は 暴 力 団 員 等 が 、 経 営 若 し く は 運 営 に 実 質 的 に 関 与 し

て い る 法 人 等 に 対 し て 資 金 等 を 供 給 し 、 又 は 便 宜 を 供 与 す

る な ど 暴 力 団 の 維 持 運 営 に 協 力 し 、 又 は 関 与 し て い る と 認

め ら れ る と き 。  

（ ６ ） 法 人 等 の 役 員 等 又 は 使 用 人 が 、 暴 力 団 又 は 暴 力 団 員 等 と

社 会 的 に 非 難 さ れ る べ き 関 係 を 有 し て い る と 認 め ら れ る と

き 。  

（ ７ ） 法 人 等 の 役 員 等 又 は 使 用 人 が 、 前 各 号 の い ず れ か に 該 当

す る 法 人 等 で あ る こ と を 知 り な が ら 、 こ れ を 利 用 す る な ど

し て い る と 認 め ら れ る と き 。  

（ ８ ） 暴 対 法 第 ３ ２ 条 第 １ 項 各 号 に 掲 げ る 者 で あ る と 認 め ら れ

る と き 。  

２  買 受 人 が 共 同 企 業 体 で あ る 場 合 に お け る 前 項 の 規 定 に つ い

て は 、 そ の 代 表 者 又 は 構 成 員 が 、 同 項 各 号 の い ず れ か に 該 当

し た 場 合 に 適 用 す る 。  

３  売 払 人 は 、前 ２ 項 の 規 定 に よ り こ の 契 約 を 解 除 し た と き は 、

こ れ に よ っ て 生 じ た 売 払 人 の 損 害 の 賠 償 を 買 受 人 に 請 求 す る



こ と が で き る 。  

４  前 項 の 場 合 に お い て 、 買 受 人 が 共 同 企 業 体 で あ る と き は 、

代 表 者 又 は 構 成 員 は 、 賠 償 金 を 連 帯 し て 売 払 人 に 支 払 わ な け

れ ば な ら な い 。 買 受 人 が 既 に 共 同 企 業 体 を 解 散 し て い る と き

は 、 代 表 者 で あ っ た 者 又 は 構 成 員 で あ っ た 者 に つ い て も 同 様

と す る 。  

（ 妨 害 又 は 不 当 要 求 に 対 す る 届 出 義 務 ）  

第 ２ ４ 条  買 受 人 は 、 契 約 の 履 行 に 当 た っ て 、 妨 害 （ 不 法 な 行

為 等 で 、 業 務 履 行 の 障 害 と な る も の を い う 。 以 下 同 じ 。 ） 又

は 不 当 要 求 （ 金 銭 の 給 付 等 一 定 の 行 為 を 請 求 す る 権 利 若 し く

は 正 当 な 利 益 が な い に も か か わ ら ず こ れ を 要 求 し 、 又 は そ の

要 求 の 方 法 、 態 様 若 し く は 程 度 が 社 会 的 に 正 当 な も の と 認 め

ら れ な い も の を い う 。 以 下 同 じ 。 ） を 受 け た 場 合 は 、 速 や か

に 売 払 人 に 報 告 す る と と も に 、 警 察 に 被 害 届 を 提 出 し な け れ

ば な ら な い 。  

２  買 受 人 が 妨 害 又 は 不 当 要 求 を 受 け た に も か か わ ら ず 、 前 項

の 報 告 又 は 被 害 届 の 提 出 を 怠 っ た と 認 め ら れ る 場 合 は 、 売 払

人 は 、 本 契 約 を 解 除 す る こ と が で き る 。  

（ 返 還 金 等 ）  

第 ２ ５ 条  売 払 人 は 、 第 ２ ３ 条 及 び 前 条 第 ２ 項 に 定 め る 解 除 権

を 行 使 し た と き は 、 又 は 第 １ ５ 条 に 定 め る 買 戻 権 を 行 使 し た

と き は 、 買 受 人 が 支 払 っ た 売 買 代 金 を 返 還 す る 。 た だ し 、 当

該 返 還 金 に は 利 息 を 付 さ な い 。  

２  売 払 人 は 、 解 除 権 又 は 買 戻 権 を 行 使 す る と き に は 、 買 受 人

の 負 担 し た 契 約 の 費 用 は 返 還 し な い 。  

３  売 払 人 は 、 解 除 権 又 は 買 戻 権 を 行 使 す る と き に は 、 買 受 人

が 支 払 っ た 違 約 金 及 び 買 受 人 が 売 買 土 地 に 支 出 し た 必 要 経 費 、

有 益 費 、 公 租 公 課 等 そ の 他 一 切 の 費 用 は 返 還 し な い 。  

 



（ 買 受 人 の 原 状 回 復 義 務 ）  

第 ２ ６ 条  買 受 人 は 、 第 ２ ３ 条 及 び 第 ２ ４ 条 第 ２ 項 の 規 定 に よ

り こ の 契 約 が 解 除 さ れ た と き は 、 又 は 第 １ ５ 条 の 規 定 に よ り

買 戻 権 が 行 使 さ れ た と き は 、 売 払 人 の 指 定 す る 期 日 ま で に 、

次 の 各 号 に 定 め る 事 項 を 行 わ な け れ ば な ら な い 。  

（ １ ） 売 買 土 地 上 に 存 在 す る 建 物 、 工 作 物 を 収 去 し 、 原 状 に 回

復 し て 売 払 人 に 返 還 す る こ と 。 な お 、 原 状 回 復 費 用 は 、 買

受 人 の 負 担 と す る 。 た だ し 、 売 払 人 が 原 状 に 回 復 さ せ る こ

と が 適 当 で な い と 認 め た と き は こ の 限 り で は な い 。  

（ ２ ） 売 買 土 地 の 所 有 権 移 転 登 記 を す る た め の 登 記 承 諾 書 を 売

払 人 に 提 出 す る こ と 。 な お 、 登 記 費 用 等 は 買 受 人 の 負 担 と

す る 。  

（ ３ ） 売 買 土 地 に つ い て 設 定 さ れ た 抵 当 権 、 そ の 他 当 該 土 地 の

完 全 な 所 有 権 行 使 を 妨 げ る 負 担 を 消 滅 さ せ る こ と 。 な お 、

こ の 費 用 は 買 受 人 の 負 担 と す る 。  

２  前 項 第 １ 号 但 書 に よ り 、 売 買 土 地 を 返 還 し た と き は 、 当 該

土 地 上 に 残 置 し た も の の 所 有 権 は す べ て 売 払 人 に 帰 属 す る 。

こ れ に よ り 、 買 受 人 に 損 害 が 生 じ て も 、 買 受 人 は 売 払 人 に 一

切 の 請 求 を す る こ と は で き な い 。  

（ 使 用 料 相 当 損 害 金 ）  

第 ２ ７ 条  買 受 人 は 、 第 ２ ３ 条 及 び 第 ２ ４ 条 第 ２ 項 の 規 定 に よ

り こ の 契 約 が 解 除 さ れ た と き 、 又 は 第 １ ５ 条 の 規 定 に よ り 買

戻 権 が 行 使 さ れ た と き は 、 次 の 各 号 に 定 め る 使 用 料 相 当 額 損

害 金 を 売 払 人 に 支 払 わ な け れ ば な ら な い 。 こ の 使 用 料 相 当 額

は 当 該 土 地 の 課 税 標 準 額 （ 固 定 資 産 税 課 税 標 準 額 の 算 定 方 法

に 準 じ て 市 長 が 定 め る 額 ） に 年 率 １ ０ ０ 分 の ４ を 乗 じ て 得 た

金 額 と す る 。  

（ １ ） 第 ９ 条 の 規 定 に よ り 売 買 土 地 の 引 渡 し を 受 け た 日 か ら 、

売 払 人 の 解 除 権 又 は 買 戻 権 の 行 使 を 通 知 し た 日 ま で の 間 の

使 用 料 相 当 額  

（ ２ ） 売 払 人 が 解 除 権 又 は 買 戻 権 の 行 使 を 通 知 し た 日 の 翌 日 か



ら 前 条 第 １ 項 に 定 め る 義 務 を 完 全 に 履 行 し て 売 買 土 地 を 売

払 人 に 返 還 す る 日 ま で の 間 の 使 用 料 相 当 額  

（ 損 害 賠 償 ）  

第 ２ ８ 条  売 払 人 は 、 買 受 人 が こ の 契 約 に 定 め る 義 務 を 履 行 し

な い た め 損 害 を 受 け た と き は 、 そ の 損 害 の 賠 償 を 請 求 す る こ

と が で き る 。  

（ 返 還 金 の 相 殺 ）  

第 ２ ９ 条  売 払 人 は 、 第 ２ ５ 条 第 １ 項 の 規 定 に よ り 売 買 代 金 を

返 還 す る 場 合 に お い て 、 次 の 各 号 の 合 計 額 を 返 還 金 か ら 控 除

し て 返 還 す る も の と す る 。 な お 、 控 除 で き な い 金 額 が あ る 場

合 は 、 買 受 人 は 売 払 人 に 対 し て 別 途 こ れ を 支 払 わ な け れ ば な

ら な い 。  

（ １ ） 第 ２ ０ 条 に 定 め る 違 約 金  

（ ２ ） 第 ２ ６ 条 第 １ 項 に 定 め る 原 状 回 復 費 用 、 登 記 費 用 等  

（ ３ ） 第 ２ ７ 条 に 定 め る 使 用 料 相 当 損 害 金  

（ ４ ） 前 条 に 定 め る 損 害 賠 償 金  

（ 疑 義 の 決 定 ）  

第 ３ ０ 条  こ の 契 約 に 定 め の な い 事 項 及 び こ の 契 約 に 関 し 疑 義

が 生 じ た と き は 、 売 払 人 買 受 人 協 議 の 上 定 め る 。  

（ 管 轄 裁 判 所 ）  

第 ３ １ 条  こ の 契 約 に つ い て の 訴 訟 等 の 管 轄 は 、 名 古 屋 地 方 裁

判 所 を 第 一 審 の 裁 判 所 と す る 。  

 



この契約の締結を証するため、本書を２通作成し、売払人買受人各自

記名押印の上、それぞれ１通を保有する。  

 

令和   年   月   日 

 

売 払 人  安 城 市 桜 町 １ ８ 番 ２ ３ 号  

安  城  市  

安 城 市 長  三  星  元  人   

買 受 人  住 所  

 氏 名   


